
市町ごとに独自に設定していることから保険料の差が大きい 

ＮＮ年度 

Ⅲ 保険料率の統一（完全統一） 

・保険料・税の取扱を統一 ・市町保有基金の取扱の統一 など 

第３章 保険料の標準的な算定方法と保険料水準の統一 

（参考）保険料水準の統一に向けた進め方（イメージ） 
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2030 年度 

Ⅰ 納付金ベースの統一 

＜納付金算定方法＞ 

・医療費水準を反映しない（α＝０） ・高額医療費負担金等の共同負担 など 

 

諸条件の統一 

Ｎ年度 

Ⅱ 標準保険料率の統一（標準保険料率の一本化） 

＜納付金算定方法＞ 

・医療費水準を反映しない（α＝０） ・市町ごとの収納率実績を納付金額に反映 

・納付金総額に保健事業や付加給付等を含め算定 ・減免基準の標準化 など 

 

 

さらなる諸条件の統一 
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異なる事務運用 

 

収納率の差 
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適正化取組の差 
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資料４ 
静岡県国民健康保険運営方針第３章（抜粋） 

県提供資料 



Ⅲ保険料率（市町） 

Ⅱ標準保険料率（県） 
赤字繰入
の解消 条例減免

の取扱 
※ 

諸条件の統一 
収納率の取

扱 

保険料・税
の取扱 

県⇔市町
公費 

の取扱 
保健事業・
任意給付等

の取扱 

市町保有
基⾦の取扱 

※財政健全化のため、前倒しして取組を実施 etc 

Ⅲ 保険料率の統⼀ 
（完全統⼀） 

・統⼀の最終段階（最終目標） 
・ＮＮ年度の達成を目指す 

Ⅱ 標準保険料率の統⼀ 
（標準保険料率の⼀本化） 

・統⼀の第二段階 
・Ｎ年度の達成を目指す 

Ⅰ 納付⾦ベースの統⼀ 
（保険給付費に係る統⼀） 

・統⼀の第⼀段階 
・2030年度の達成を目指す 

Ⅰ事業費納付⾦ 
・αの引下げ（医療費⽔準） 

・賦課方式 
・国⇔県公費の取扱 

・審査⽀払⼿数料の取扱 

＋ 
地単事業 

の減額調整分 
の取扱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 事業費納付⾦ 
・各市町が県に納付する金額 
・県の保険給付費等に充当 

Ⅱ 標準保険料率 
・市町ごとの必要額（保健事業費等、

全市町に関わる費用）等の条件を  
Ⅰに加味して、県が算定する率 

・市町がⅢを算定する際の参考値 

            2 

Ⅲ 保険料率 
・市町ごとの必要額（Ⅱの費用以

外）等の条件をⅡに加味して、
市町が算定する率 

・被保険者に実際に賦課される値 

保険料⽔準の統⼀に向けた進め方 

・
・
・ 
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